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1958年以降，第 2 内科に入院した，典型的な異常行動型肝性脳症患者 8 例を，研究対象にした口同期間














経皮牌門脈造影により， [11]脈側副路形成を研究したり異常行動型の門脈像には， 3 つの特徴があるの5FE
1 に，全例，後腹膜に，発達した側副路がある。牌腎静脈短絡が主で， 6 例にみとめられる。第 2 に， 8 
例中 7 例で，造影剤は全量側副路に流入し，門脈幹および肝臓には，全く達しない。第 3 fiこ，食道静脈癌，
およびそれにいたる側副路は，どの例にも存在しない口高アンモニア血がない意識障害を起していない











異常行動型の 5 例について測定すると，全例， [11J脈血肝外短絡率は 100 %であったっ対照としてì13L Jiごし





食道静脈癌と，後腹膜側副路の，このような短絡効率の差は， 3 点から!説明できるョ第 1 は，食道静脈








1. 肝臓のアンモニア除去率の低下は，高アンモニア血症発性に不可欠な条件では ì:.;. いの
円/-
2. 後腹膜に，発達した側副路を持つことが，具常行動型肝性脳症の特徴で、あるゥ
3. 後腹膜側副路は，食道静脈癌に比べ，短効絡率が高く，門脈逆流現象を起すにいたるつ
4. I両者の短絡効率の差は， Hj血死ω頻度の差と，血管構造上の差にもとづくものであるつ
5. .0、とにより，異常行動型肝性脳症の発生機作を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
この論文は，従来，内科学，神経科学万面で大きな興味を持たれてきた肝脳変性疾患特殊型(猪瀬)の
発生機作を，症例の綿需な研究にもとづいて解明したものでこるの著者は，後腹膜側面Ij路が，ふつう見ら
れる食道静脈痛に比べ遥かに高い短絡効率をもっており，遂には門脈逆流現象を起すにいたること，そし
て，それが異常行動型肝性脳症の発生原因でこることを証明している。さらに，このような，側副路の発
生位置による短絡血管としての効率の差の原因を，解剖学的事実にもとづいて，明確に説明づけている。
門脈側副路の形成様式のちがいによって，慢性肝疾患の症状と経過に質的な変化を生じる事実があきらか
にされ，さらに，その事実が明快に理由づけられたことによって，肝性脳症全体が今までよりも遥かに深
い立場から理解されるようになったのみでない肝疾患の病態の解明のうえでも ・つの新しい立場を確立
し?こものでこるロ
従って，論文提山者に対して，医!予侍 Lの学イ立を授与する価値があると認定したっ
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